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●
七
月
一
日
、
山
形
県
内
で
も
熱

中
症
の
疑
い
で
救
急
搬
送
さ
れ
た

人
は
１５
人
を
超
え
た
。
夏
至
が
過

ぎ
、
夏
の
暑
さ
は
こ
れ
か
ら
本
番

で
す
。
幼
い
子
ど
も
、
高
齢
者
の

方
、
外
で
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
人
、

冬
の
寒
さ
も
大
変
厳
し
い
で
す
が
、

夏
の
暑
さ
も
非
常
に
恐
ろ
し
い
と

認
識
し
て
欲
し
い
。

●
ま
さ
か
！！
　
板
橋
地
区
の
民
家

近
く
に
子
熊
が
現
れ
た
。
野
生
動

物
が
人
間
の
領
域
を
犯
し
て
い
る

こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、
平
坦
な

こ
の
地
区
ま
で
と
は
。
野
生
動
物

が
領
域
を
犯
し
て
い
る
の
で
は
な

く
、
人
間
が
も
っ
と
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
が
来
て
い
る
の
で

は
。
　 

（
文
責
　
髙
橋
　
芳
夫
）

●

全
員
協
議
会
に
つ
い
て

町民の皆様の傍聴をお待ちしています町民の皆様の傍聴をお待ちしています

　地
方
自
治
法
に
則
り
町
議
会
会

議
規
則
に
よ
り
設
置
し
て
い
る
。

議
員
全
員
で
構
成
し
、「
議
案
の

審
査
又
は
議
会
の
運
営
に
関
し
協

議
・
調
整
す
る
た
め
の
場
」
と
さ

れ
、
会
期
中
に
限
ら
ず
、
必
要
に

応
じ
て
議
長
が
招
集
す
る
。

　執
行
機
関
で
あ
る
町
と
し
て
も
、

行
財
政
運
営
上
の
重
要
問
題
や
対

外
折
衝
事
項
等
に
つ
い
て
議
会
の

意
見
を
求
め
る
こ
と
も
多
く
あ
る

こ
と
か
ら
、
町
執
行
側
と
の
意
見

調
整
と
し
て
の
機
能
は
大
変
有
益

な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　た
だ
し
、
全
員
協
議
会
は
あ
く

ま
で
も
〝
協
議
・
調
整
の
場
〞
に

過
ぎ
な
い
た
め
、
全
員
協
議
会
と

し
て
の
意
志
表
示
は
で
き
て
も
、

議
会
と
し
て
の
意
思
決
定
を
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　議
会
の
決
定
、
つ
ま
り
議
決
は

「
本
会
議
」
に
の
み
与
え
ら
れ
た

権
限
で
あ
り
、
議
員
全
員
で
構
成

す
る
全
員
協
議
会
で
あ
っ
て
も
こ

れ
に
代
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
会
議
や
委

員
会
同
様
の
実
質
審
議
と
な
る
こ

と
の
な
い
よ
う
節
度
あ
る
運
用
が

求
め
ら
れ
る
。

№7

金山型農業への支援対策強化を
　去る７月６日、議員と語る会が行われ、会から

１４名が参加し、町新農業振興計画の評価、町農

業の課題、個人の現状と課題を全員が報告し合っ

た。

　担い手対策を、基盤整備の促進を、小規模でも

やれる農業を、大規模、法人化への支援強化を、

認定農家制度の有利性を、景観と農業振興の連携

を、そして、新農業振興計画への具体策の提示を、

等多くの意見が出された。

認定農業者会の会員数は１２５経営体
　私たちの会は、個別１１５、法人１０の１２５

経営体となっていて、経営実態が多様化している。

小規模複合経営、大規模経営、法人経営と経営方

向の違いもあり、会としての交流もむずかしくな

っている。

　町農業推進上でも、多様性に対応することはむ

ずかしいことと思われるが、多様性は、多様な取

り組み方向も見出せる事にもなると考える。

　会としても、今まで以上に交流を深め、自分た

ちの仕事と金山農業に活力を見い出していけるよ

うに活動を活発化していきたい。

こんなことをして欲しいが
○町単独での補助事業の設定。国、県では大規模

　層中心となっているが、大小が協力し合って地

　域農業があるのではないか。

○基盤整備の促進。町・農協が、リーダーシップ

　をとって進めていくことが重要ではないか。

○担い手対策の強化。人手不足も含め、労働力の

　確保が重要で、都会人、外国人も含めた検討が

　必要ではないか。

○経営意識の転換。規模の大小に関わらず、事業

　継承をどうするかの農家意識の転換が大切では。

｢場」づくりとして語る会の継続を
　今回の語る会は、聴いてくれる「場」としてい

いことと思われるし、意見を発表することで、自

分自身や会のことを見つめ直すいい機会にもなっ

た。今後も継続してもらいたいし、会員の交流を

活発化したいと考えている。
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９月議会定例会は ９月５日（水）～１３日（木）の予定です
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今  井  正  人 さん
（安沢・５４歳・今井園芸㈱代表）

金山町認定農業者会
会長

町民の声


